
 
 
 

 

 
編集後記 
『或問』第38号をお届けします。論考10編
が収められています。内容的には歴史学、言

語学、文芸史と盛り沢山になっています。ま

た千葉先生が傅蘭雅文庫（ John Fryer 
Collection）目錄の続編を寄せてくださいま
した。寄稿された皆さん、ありがとうござい

ました。 
38号が皆様のお手元に届く頃にはもう

2021年を迎えていることでしょう。2020年は
新型コロナウイルスに翻弄された一年でし

た。「隔離」という言葉の辛さを嫌というほ

ど思い知らされました。友人、家族を失って

も何もできず唯々遙か彼方へ手を合わせる

だけの空しさを忘れられません。幸い現代テ

クノロジーに助けられ、遠隔で授業をした

り、研究会に参加したりして一年を乗り越え

ることができました。2021年も劇的に状況が
好転する見込みは低いでしょう。オンライン

が新常態（ニューノーマル）になるかも知れ

ません。どんな状況になってもめげずに我道

を進もうとする覚悟が問われる一年になり

そうです。 
巻頭の人物写真は、魏源（1794—1857）と
矢野龍渓（1851-1931）を使いました。魏源
は『海国図志』の著者として知られ、矢野龍

渓は日清戦争の後、清国特命全権公使を務め

た人物で、その政治小説『経国美談』などは

梁啓超の紹介もあって、広く読まれました

（それぞれ荘欽永氏、周艶君氏の論考を参

照）。 
前号の編集後記に書いたように編集子が

元気なうちはしばらく『或問』を続けたいと

思います。次号は2021年6月半ば頃を締め切

りとしたく思います。皆様のご寄稿を心待ち

にしております。 
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